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今朝、登校中の児童の様子

を見ていたのですが、道路の

右側を歩く子のすぐ後ろで

左側を歩いていたり、ノールッ

クで道路を横切ってみたり、友達と遊んでいて急に走り出したり、危ないなと

思われることがいくつかありました。もちろん、ほとんどの子どもが安

全に気を付けて登校していると思われますが、気を抜いた一瞬に事故が

起こったりするものです。登下校は安全に気をつけて欲しいと思います。

さて、グリーン団地東側の歩道近くの「へい」が崩れていて危険だから気を

付けてくださいね、と地域の方らお気遣いの連絡をいただきました。子ど

もたちの安全を守るため、親切に連絡していただける地域の方は、学校

として大変ありがたい存在です。学校、家庭、地域が連携しながら子ど

もたちを見守れるようにしていけたら大変ありがたいです。

また、団地東側の公園でゴミを散らかしている状況があるようです。公共

の場は、みんなできれいに利用したいものです。ゴミは持ち帰り、きれ

いな状態を保ちたいですね。一人一人のちょっとした気持ちがあればで

きるはず！ 【ひとりのわがまま みんなの迷惑】 とならぬよう！

校長の雑感
＜成長することや充実することを幸福だと思い込んでいた時期

は、常に『もっと頑張らないと』『もっと成長しないと』って自分を

追い詰めてしまう。でも、今は本当に、健康といい人間関係が、

一番長期的に穏やかな幸福度を長続きさせられるってことに気

づきました。『よく寝た』とか、『いい天気だなぁ』とか、好きな人

と笑い合えているとか。一過性じゃない、長続きしていくささや

かな幸せ。今はそれを大事にしていきたいです 石原さとみ＞

俳優の石原さとみさんの言葉ですが、とても心にしみるんですよね。そ

うだなぁ、そうでありたいなぁ と思います。こういう気持ちで生活でき

れば、より穏やかで幸福度が高い生活を送ることができるのではないかと。

気持ちに少し余裕をもって子どもたちと向き合いたいな、と思います。


